
                                        

令和８年度 第１回静岡県介護施設ＳＡＦＥ協議会 

 

 

    令和８年９月 25日(金) 13：30～15：30 

静岡地方合同庁舎４階 

 

 

次 第 

１ あいさつ               

 

        静岡労働局労働基準部長 

13：30～13：35  

２ 労働行政の現況 

   （労働災害発生状況、労働局の取組等） 

 

静岡労働局労働基準部 健康安全課長 

13：35～13：45  

３ 各行政での取り組み（各10分程度） 

  （転倒災害、高年齢労働者・外国人労働者における労働災害防止について） 

   +（介護人材確保政策について） 

 

①静岡市保健福祉長寿局健康福祉部介護保険課 

②浜松市健康福祉部介護保険課 

                                   13：45～14：05  

４ 各事業場における事例発表（２団体、各15分程度） 

  （転倒災害、高年齢労働者・外国人労働者における労働災害防止について） 

                            ①社会福祉法人聖隷福祉事業団  

                             ②社会福祉法人静和会  

                                    14：05～14：35  

 

５ 質疑応答  

                                   14：35～15：00 

（６ 関連事業場による取組紹介等） 

①大塚製薬株式会社 

②静岡県理学療法士会 

③静岡労働局職業安定部職業安定課 

15：00～15：20  

７ 事務局からのお知らせ 

  ・第２回協議会の開催予定について 

15：20～15：30  



令和８年度第１回
静岡県介護施設ＳＡＦＥ協議会
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 １ 県内の労働災害発生状況
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静岡県内の死亡労働災害の推移（平成23年～令和７年）

42

35

25

33
34

25

33 33

17

24
23

30

25 25

17

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

令和７年 死亡者数 計１７人
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令和7年 業種別死亡者割合

製造業

47%

建設業

35%

運輸交通業

6%

農林業

6%

清掃・と畜業

6%

令和７年 業種別死亡者割合

墜落、転落

41%

はさまれ、巻

き込まれ

23%

高温・低温の物と

の接触

12%

崩壊、倒壊

12%

飛来、落下

6%

交通事故（道路）

6%

令和７年 事故の型別死亡者割合

令和7年 事故の型別死亡者割合
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静岡県内の死亡労働災害の推移（令和８年８月末現在）

令和８年９月９日時点：暫定値 死亡災害 計２４人
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令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年8月
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業種別死亡者数（各年８月末現在）
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事故の型別死亡者数（各年８月末現在）
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静岡県内の死傷災害の推移（平成23年～令和７年）

令和７年 死傷者数 計４４９９人

4235

4193

3986

4109 4096

4157
4186

4429
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4321

4440

4547
4576

4598

4499
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令和7年 業種別死傷者割合 令和7年 事故の型別死傷者割合

製造業

29%

商業

15%

運輸交通業

12%

保健衛生業

11%

建設業

10%

その他

23%

令和７年 業種別死傷者割合

転倒

27%

墜落、転落

15%

動作の反動・無理な

動作

14%

はさまれ、巻き

込まれ

12%

その他

32%

令和７年 事故の型別死傷者割合
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死傷災害（休業４日以上）（各年８月末現在）

令和７年８月末と比べ２４８人増加

2547
2535

2601

2499

2747

令和4年8月 令和5年8月 令和6年8月 令和7年8月 令和8年8月
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第三次産業（小売業・社会福祉施設）の死傷災害の現状

519
534 546

521

481

342 354 356 359
388

136 143 152 153
177

R3 R4 R5 R6 R7

小売業 社会福祉施設 飲食店
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第三次産業（小売業・社会福祉施設）の死傷災害の現状(令和7年）
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 ２ 転倒災害防止
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転倒災害の推移（平成23年～令和７年）

令和７年 死傷者数 計１２０１人
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1201
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事故の型別死傷者数（各年８月末現在）

359
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88 108 104
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70代～
１８％

60代
3２％

50代
２８％

40代
１１％

本日、配付しています。
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70代～
１８％

60代
3２％

50代
２８％

40代
１１％
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3  高年齢労働者の労働災害防止
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高年齢労働者の死傷災害の推移（平成23年～令和７年）

令和７年 死傷者数 計１４３４人

962
927 941

988
1029 1044 1062

1191

1265
1243

1312
1359 1356

1411
1434

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7
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高年齢労働者の労働災害防止

【高年齢労働者の労働災害防止のための措置（R8.4.1施行）】

高年齢労働者の労働災害防止を図るため、高年齢労働者の特性に配慮

した作業環境の改善、作業管理などの必要な措置を講ずることが事業者

の努力義務となりました。

（労働安全衛生法第62条の2第1項）

また、国において、事業者による措置の適切かつ有効な実施を図るた

めの指針を定めることとしており、事業者の方には、指針に基づいた取

り組みを行っていただく必要があります。

（労働安全衛生法第62条の2第2項）
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本日、配付しています。
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４ 全国労働衛生週間の取組



26

本日、配付しています。
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各事業場における事例発表 

（転倒災害、高年齢労働者・外国人労働者における労働災害防止について） 

      

社会福祉法人 聖隷福祉事業団 



 

 

                                  

テーマ：転倒・腰痛災害や高年齢労働者及び外国人労働者における労働災害に対する取組み 

 

調査事項 

（1）御社における労

働災害発生状況 

①：令和８年（１-５月）の災害発生状況 

 不休災害を含めた全ての死傷災害： 34件 

 うち、休業４日以上の死傷災害： 3件 

②：①の災害の特徴 

 ⅰ）災害の事故の型別件数（特に転倒災害の件数）  

   転倒 8件 無理な動作 11件 針刺し 3件 

   利用者起因 12件 切れ・こすれ 3件   

 ⅱ）被災者の年代ごとの発生件数内訳（特に 50代、60代の割合） 

   20代 7件 30代 4件 40代 10件 50代 6件 

   60代 9件 70代 1件 

 ⅲ）外国人労働者の災害発生件数 0件 

 

（2）令和６年～７年

度に取り組んだ労働

災害防止対策につい

て（特に SAFE協議会

を通じて取り組んだ

対策について） 

 

① 取り組んだことで効果があったものとその事例 

 

腰痛災害対策：障害者支援施設（定員 60床）にて令和 2年度よりノー

リフトケアの取り組みを行ってきた。 

・床走行式リフト 6台 

・共用トイレ全 8室中 7室に壁掛式または天井走行リフトを設置 

・浴室脱衣場全 2室中 2室に壁掛式リフトを設置 

 

利用者の身体・生活環境アセスメントツールを作成し、移乗能力・生活

環境場面ごとにふさわしい機器を選定。理学療法士やメーカー担当者

による勉強会を開催。 

 

取り組み開始当初はリフトを使用した移乗介助率は 40％台であったが 

現在は 90％台へ到達。 

 

職員の腰痛アンケートにて腰痛ありと回答した人数  

令和 2年度：21名 ⇒ 令和 7年度：9名へ減少 

②取り組んだが、効果が見込まれなかったものや課題となっている事

例等について 

 



 

 

福祉用具を導入しただけでは職員の身体的負担は完全には取り除けな

い部分がある。福祉用具を正しく使用する知識や技術、姿勢を身に付け

ていく必要がある。 

 

（3）今後導入を検討

している労働災害防

止対策について 

健康管理システムの導入。これまで健康診断結果は紙で届いたもの 

をエクセル等へ入力して管理をしていたが、システムの導入により 

健診機関から届いた CSV データを取り込むだけとなり、業務の効率化

が見込まれる。また PCがあれば産業医・衛生管理者などが健診結果を

いつでも共有することができ、職員の疾病予防や早期発見等につなげ

ていきたいと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【導入した機器】 

スライドボード                   スライドローラー 

 

 

 

 

 

 

床走行式リフト 

 

 

 

 

 

 



 

 

天井走行リフト 

    

 

 

壁付リフト 

   

 



各事業場における事例発表
（転倒災害、高年齢労働者・外国人労働者における労働災害防止について）

社会福祉法人 静和会
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令和８年度第１回静岡県介護施設SAFE協議会事例報告

（福）静和会 静岡グループ 丸子の里

腰痛予防対策事例報告

令和６年度～令和８年度現在

2



（福）静和会の概要と
静岡グループ（丸子の里）の衛生管理体制

⚫法人概要 （R８年９月１日現在）

• 法人設立： H元年 （１９８９年）

• 法人本部： 静岡市駿河区丸子

• 事業所数： ４２（静岡市内 ２４ 三島市内 １８）

• 従業員数： ５８６名（静岡 ３６４名）

• 特徴：日常生活圏域単位 在宅サービス中心 地域貢献プロジェクト

⚫静岡グループの衛生管理体制
• 衛生管理委員会 毎月の経営会議において実施

理事長、事務局、全事業所管理者 各事業所看護職員も構成員

• 衛生委員会（２特養＋R８年～本体デイ） 毎月実施

各部署管理者or担当者、事務局、推進員

3



静岡グループ（丸子の里）労働災害件数

静岡グループ労働災害件数 （※休業４日以上）

無理な動作・
動作の反動

腰痛
転倒 転落 交通事故 その他 計

R６年 0
2

（※１）
1 1 3 7

特養１ 特養１ 特養2

R７年
2

（※１）
0 0 4

4
（※２）

10

特養１ 特養１ 特養２ 特養4
R８年（～
６月）

2 0 0 2 1 5

デイ２ 特養0

↑

同一デイ（認知症型）
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腰痛災害対策

腰痛災害対策の評価指標

⚫労働災害発生件数

⚫腰痛検診有症状者数

※腰痛検診2回/年実施義務（６月、１２月）

対象職員問診票記入 産業医が診断

有症状者割合 ６０％台で推移
R７年１２月４８％→R８年６月６７％

⚫職員の声

5



特養における腰痛災害対策

⚫働きやすい環境整備 介護負担の軽減

• 居室改修

• ベッド交換 自動体位変換「利楽」 超低床ベッド

キャスターロック 4輪ロック→集中ロック

• 福祉用具 スライドボード 「移座えもんシート」

⚫職員シフトの工夫 介護負担の分散

⚫セルフヘルスケアの推進
• 個人の健康目標掲示 強化月間の実践成果表彰

• 腰痛予防研修（外部講師、伝達講習等）

6



環境整備 居室改修

4階本館浴室ドアを観音開き戸から引き戸へ

Before After

4階本館　401号室　1人部屋

Before After
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環境整備 居室改修

4階本館・5階本館　居室出入口ドア取り替え

Before After

4階5階本館　居室内のベッドの配置を川の字から四隅へ　

                         プライバシー確保・職員介助動線の改善

Before After
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環境整備 ベッド交換

超低床ベッド キャスター集中ロックシステム

9



セルフヘルスケア 腰痛アンケート

腰痛検診（R８年６月）結果→腰痛アンケート実施

⚫腰痛アンケートから見えたこと

腰痛を感じる場面

• ４階認知症フロア 見守りや介助中の利用者の急な動きに対応した時

• ５階は利用者数が多く身体的負担が高い

• 特養（機械浴）のストレッチャー搬送時

• 流し台での食器洗浄

環境整備、介護方法の検討、シフト調整で対応

（従来方法）

10



セルフヘルスケア 腰痛アンケート

⚫腰痛アンケートから見えたこと

• 福祉用具を使用しない人数＝使用する人数×２

「福祉用具を使ったほうがよいとわかっているが使わない」

「収納場所を知らない」

「使い方を知らない」

「自分にとって有効な器具かわからない」

「時間がない」

• 必ず福祉用具（「移座えもんシート」）を使うのは６０歳代女性職員

腰痛有症状はあるが仕事を続けていく意思がある人

「腰痛にならないように自分が気をつける」という意識をもってほしいが…

11



セルフヘルスケア 腰痛アンケート

⚫セルフヘルスケア 意識向上 衛生委員会の長年の課題

• 健康目標を立てても持続的に取り組まない人が一定数

• アンケート自由記載記載から

「ストレッチや運動をやったほうがよいと思うがやらない」

「時間がない」

「仕事の環境を整えてほしい」

行動変容に至らない

12



セルフヘルスケア リハビリデイの取り組み
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セルフヘルスケア リハビリデイの取り組み

⚫リハビリ特化型デイサービスの取り組み

R７年～中途入職者向けに現利用者に必要な知識と介護技術を学ぶ勉強会

（講師は所属理学療法士）

職員がセルフヘルスケアに関心 意識変容

R８年～理学療法士による職員の体力測定と個別メニュー作成

職員が休み時間や勤務終了後に自主的にリハビリスペースで個別メニュー

に取り組むようになった！ 行動変容

⚫専門職の継続的介入

個別の健康目標と実践方法策定、評価
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セルフヘルスケア リハビリデイの取り組み

体力測定

• ２ステップテスト

• 反復横跳び（２０秒）

• 指床間距離（立位前屈）

• 片脚立位（閉眼）

• 握力

• マシンでの筋力測定（①レッグプレス②レッグエクステンション

③アブダクション④ローイング
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セルフヘルスケア デイの取り組み導入

R８年８月の特養ミーティングにおいて実施
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セルフヘルスケア デイの取り組み導入
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これからの特養における腰痛災害対策

⚫働きやすい環境整備 介護負担の軽減

• 居住スペースの改修

• 備品、物品の改善 ICT機器導入 

• 福祉用具活用 職員の個別性を踏まえて啓発、導入伴走

⚫職員シフトの工夫 介護負担の分散

⚫セルフヘルスケアの推進
• 個人の健康目標掲示 強化月間の実践成果を表彰

• 腰痛予防研修（内部PT） リハビリデイの取り組み導入

• 職員個々の取り組みを支援する仕組みづくり 専門職の継続的な関り

20


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 1: 各事業場における事例発表
	スライド 2: 令和８年度第１回静岡県介護施設SAFE協議会事例報告
	スライド 3: （福）静和会の概要と 静岡グループ（丸子の里）の衛生管理体制
	スライド 4: 静岡グループ（丸子の里）労働災害件数
	スライド 5: 腰痛災害対策
	スライド 6: 特養における腰痛災害対策
	スライド 7: 環境整備　居室改修
	スライド 8: 環境整備　居室改修
	スライド 9: 　環境整備　ベッド交換
	スライド 10: セルフヘルスケア　腰痛アンケート　
	スライド 11: セルフヘルスケア　腰痛アンケート　
	スライド 12: セルフヘルスケア　腰痛アンケート　
	スライド 13: セルフヘルスケア　リハビリデイの取り組み
	スライド 14: セルフヘルスケア　リハビリデイの取り組み　
	スライド 15: セルフヘルスケア　リハビリデイの取り組み
	スライド 16: 　
	スライド 17: 　
	スライド 18: セルフヘルスケア　デイの取り組み導入　
	スライド 19: セルフヘルスケア　デイの取り組み導入　
	スライド 20: これからの特養における腰痛災害対策

